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1

仕様書
第4条

環境省より「PFOS等を含む水の処理に用い
た使用済活性炭の適切な保管等について」
という通知が出ております。この通知の中
で、PFOS等の濃度が5μg/㎏ｰdryを超える
使用済み活性炭については、廃棄物処理
業者において確実に分解処理することと記
載されております。

一方本入札の仕様書においては、「抜取り
炭の処理対象である淀川原水中のPFOS及
びPFOAの合算濃度値は7～14ng/Lである
と記載されております。
これは、本対象劣化炭がPFAS含有等劣化
炭の対象外である、という表明と認識します
が上記の環境省通知の対象である、抜取り
炭自体が含有しているPFOS等の濃度につ
いても含有濃度を確認する必要があると考
えます。

上記より使用済み炭の引取りまでに劣化炭
の含有濃度５μg/kg-dry値以下である開示
もしていただけるのでしょうか。

もし使用済み炭の濃度が5μg/㎏ｰdryを超
えていると判明した場合、上記の環境省通
知に基づき、廃棄物処理業者における分解
処理が必要となりますが、その処理は引き
取った業者の責任において行うことになる
のでしょうか。（有効利用では無く産廃処理
となる）

国土交通省 令和７年３月２７日事務連絡
「「PFOS等を含む水の処理に用いた使用
済活性炭の適切な保管等について」の送
付について」の別添2に基づき、使用済み
活性炭の含有濃度は開示しておりません。

2

納入新炭はWETorDRYどちらの条件でも可
能である、との認識で宜しいでしょうか？

御認識の通りです。
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